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2021年 11月 10日 

各 位 

会 社 名 徳倉建設株式会社 

代表者名 代表取締役社長 徳倉 正晴 

 （コード：１８９２、名証第２部） 

問合せ先 取締役経営管理本部長 立花 眞昭 

 （TEL．０５２－９６１－３２７１） 

 

2022年３月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値との差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2021年５月 12日に公表した 2022年３月期第２四半期累計期間（2021年４月１日～2021年９月 30日）の業

績予想値と、本日発表の実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

あわせて、2022年３月期（2021年４月１日～2022年３月31日）の通期の業績予想について、下記の通り修

正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．2022年３月期第２四半期累計期間業績予想との差異（2021年４月１日～2021年９月 30日） 

（１）連結                                     単位：百万円 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 30,000 1,200 1,100 800 384円 52銭 

実 績 値 （ Ｂ ） 33,064 801 806 494 237円 53銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 3,064 △398 △293 △305  

増  減  率 （  ％  ） 10.2 △33.2 △26.7 △38.2  

( ご 参 考 ) 前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年３月期  第２四半期） 
25,570 1,186 1,176 837 406円 75銭 

 

（２）個別                                     単位：百万円 

 売 上 高 経 常 利 益 
四 半 期  

純 利 益 

１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 17,000 850 600 288円 39銭 

実 績 値 （ Ｂ ） 20,902 549 404 194円 54銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 3,902 △300 △195  

増  減  率 （  ％  ） 23.0 △35.3 △32.5  

( ご 参 考 ) 前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年 ３ 月 期  第 ２ 四 半 期 ） 
16,386 1,158 892 429円 14銭 
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２．2022年３月期通期業績予想の修正（2021年４月１日～2022年３月 31日） 

（１）連結                                     単位：百万円 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 66,000 2,600 2,500 1,800 865円 17銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 66,000 2,100 2,100 1,300 624円 60銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） ― △500 △400 △500  

増  減  率 （  ％  ） ― △19.2 △16.0 △27.8  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年 ３ 月 期  ） 
54,460 2,558 2,586 1,716 833円 48銭 

 

（２）個別                                     単位：百万円 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 38,000 1,500 1,200 576円 78銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 40,000 1,200 900 432円 42銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 2,000 △300 △300  

増  減  率 （  ％  ） 5.3 △20.0 △25.0  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年 ３ 月 期 ） 
34,234 2,082 1,524 732円 66銭 

 

３．差異および修正の理由 

（１）差異の理由 

当第２四半期累計期間の業績は、前回発表の予想値から、個別・連結売上高は増収となりました。ま

た、連結の営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益、および個別の経常利益、四半期

純利益は減益となっています。いずれも、前年同期に比べて、工事利益率が減少していることによるも

のです。 

（２）修正の理由 

2022年 3月期連結・個別の業績は、当２四半期連結累計期間の売上高が予想を上回り、利益水準が

予想を下回ったことから予想値を修正するものであります。 

 

（注）上記の業績予想は、当社が本資料の発表時現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


